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まえがき
　近年、都市化、少子高齢化、情報化、国際化などによる社会環境や生活環境の急激な変
化は、子どもの心身の健康にも大きな影響を与えており、学校生活においても生活習慣の
乱れ、いじめ、不登校、児童虐待などの心の健康問題、アレルギー疾患、性の問題行動や
薬物乱用、感染症など新たな課題が顕在化している。
　保健室利用状況に関する調査（H18）においても、①来室者が多い上に一人当たりの対
応時間も増加している、②子どもの心身の健康問題が多様化しており来室理由の背景に身
体的な問題よりも心に関する問題を抱えている子どもが多い、③医療機関等との連携を必
要としている事例が多い、などのことが明らかになっている。
　このような状況の中、中央教育審議会答申「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を
確保するために学校全体としての取組を進めるための方策について」が出され、学校にお
いては、子どもの心身の健康問題の早期発見、早期対応を図る上で大きな役割を果たして
いる日々の健康観察や保健指導などの適切な実施が求められているところである。この答
申を踏まえて、学校保健法の一部改正を行い、平成 21 年 4 月 1 日に施行する学校保健安
全法において、新たに、健康観察、保健指導、医療機関等との連携などを位置付け、充実
を図ったところである。
　このたび、文部科学省においては、「教職員のための子どもの健康観察の方法と問題へ
の対応−メンタルヘルスを中心として−」を作成した。
　本書は、健康観察の重要性や目的の理解、健康観察の視点や方法、健康観察表のモデル
例の提示等に加え、子どもの心の健康問題が増加していることから、身体面のみならず心
の健康に関する健康観察の視点や対応の在り方について、日常の健康観察からの事例を通
して、理解が深められるように構成した。
　本書が教職員のみならず、学校関係者に広く活用され、子どもの心身の健康問題の対応
の充実を図るために生かしていただけることを願っている。

　
	 平成 21 年 3 月
	 文部科学省スポーツ・青少年局長
	 山　中　伸　一
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